
※令和４年度以降入学生用 

学校番号 113 

 

令和５年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 論理・表現Ⅰ ２ １ 
・EARTHRISE English Logic and  

Expression ⅠStandard 

・ワークブック 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・論理・表現Ⅰでは、日常的な話題や社会的な話題について、聞いたり読んだりして得られた情報や考えな

どを活用しながら、話したり書いたりして情報や自分自身の考えなどを適切に表現することを目標として

います。 

・表現をするためには、様々な文法や語彙の習得も必要です。それらが実際のやり取りの中でどのように使

われるかを意識しながら学習をしましょう。 

 

 

２ 学習の到達目標（「CAN-DOリスト」の形での学習到達目標） 

【第１学年】 

領
域 

聞くこと 読むこと 
話すこと 

（やり取り） 
話すこと 
（発表） 

書くこと 

学
習
到
達
目
標 

・ゆっくりはっきりと

発話される、基本的な

語句や表現からなる

３文程度の英文の内

容を的確に聞き取る

ことができる。 

・趣味やクラブ活動な

ど身近なトピックに

ついての短い話をゆ

っくりはっきりと話

されれば、理解するこ

とができる。 

・基本的な語句や表現

から構成される１～

３文程度の英文を文

法事項などの知識も

活用して内容を的確

に読み取り音読する

ことができる。 

・日常生活で使われる

簡単で短い文章（携帯

メールや招待状など）

を理解することがで

きる。 

・基本的な語や表現を

使って、好き嫌いやで

きることできないこ

となど日常的な事柄

についてやり取りを

することができる。 

・前もって準備した上

で、決まった表現や形

式を用いて自分や他

人のことを紹介する

ことができる。 

・簡単な語や基礎的な

表現を用いて、バース

デーカードなど、メッ

セージカードを書く

ことができる。 

・趣味や好き嫌いにつ

いて簡単な語や基礎

的な表現を用いて、箇

条書きで複数の文を

書くことができる。 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観
点 

a 知識・技能 b 思考・判断・表現 c 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・外国語の音声や語彙、表現、文法、言語

の働きなどについて理解を深めてい

る。 

・外国語の音声や語彙、表現、文法、言語

の働きなどの知識を、話すこと、書くこ

とによる実際のコミュニケーションに

おいて、目的や場面、状況などに応じて

適切に活用できる技能を身に付けてい

る。 

コミュニケーションを行う目的や場面、

状況などに応じて、日常的な話題や社会

的な話題について、外国語で情報や考え

などの概要や要点、詳細、話し手や書き

手の意図などを的確に理解したり、これ

らを活用して適切に表現したり伝え合

ったりしている。 

外国語の背景にある文化に対する理解

を深め、聞き手、読み手、話し手、書き

手に配慮しながら、主体的、自律的に外

国語を用いてコミュニケーションを図

ろうとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまり（領域）ごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学期 
課 

“題材名” 
領域 評価規準 評価方法 

１学期 

 

Lesson1 

“紹介” 

 

Lesson2 

“週末の過ご

し方” 

話すこと 

(発表) 

a: 現在や過去、未来を表す表現を理解している。 

b: 日常的な話題について、聞いたり読んだりしたことを活用しなが

ら，自分の考えを聞き手にわかりやすく伝えている。 

c: 日常的な話題について，聞いたり読んだりしたことを活用しなが

ら，自分の考えを聞き手に積極的に伝えようとしている。 

スピーキングテス

ト 

書くこと 

a: 現在や過去、未来を表す表現を理解している。 

b: 日常的な話題について簡単な語句や文を用いて書いている。 

c: 日常的な話題について簡単な語句や文を用いて書こうとしてい

る。 

定期考査 

中間考査 

Lesson3 

“旅行” 

 

Lesson4 

“交通” 

 

Lesson5 

“課外時間” 

話すこと 

(やり取り) 

a: 完了形・助動詞について理解している。 

b: 身近な話題について、友人に訪ねたり、紹介したりしている。 

c: 身近な話題について、自分の考えを分かりやすく伝えようとして

いる。 

スピーキングテス

ト 

書くこと 

a: 完了形・助動詞について理解している。 

b: 身近な話題について簡単な語句や文を用いて書いている。 

c: 身近な話題について簡単な語句や文を用いて書いている。 

定期考査 

期末考査 

２学期 

Lesson6 

“日本文化” 

 

Lesson7 

“ボランティ

ア活動” 

 

Lesson8 

“学校生活” 

話すこと 

(やり取り) 

a: 受動態、不定詞について理解している。 

b: 社会的な話題について、互いの意見を伝え合うやり取りをしてい

る。 

c: 社会的な話題について、互いの意見を伝え合うやり取りをしよう

としている。 

スピーキングテス

ト 

書くこと 

a: 受動態、不定詞について理解している。 

b: 社会的な話題について、相手に伝わりやすい英語を用いて書いて

いる。 

c: 社会的な話題について、相手に伝わりやすい英語を用いて書こう

としている。 

定期考査 

中間考査  

Lesson9 

“環境問題” 

Lesson10 

“スポーツ” 

Lesson11 

“知らなかっ

たこと” 

Lesson12 

“偉大な業績” 

話すこと 

(発表) 

a: 動名詞、分詞、関係代名詞について理解している。 

b: 身の回りで起こったことを順序立てて説明している。 

c: 身の回りで起こったことを順序立てて説明しようとしている。 

スピーキングテス

ト 

書くこと 

a: 動名詞、分詞、関係代名詞について理解している。 

b: 身の回りで起こったことを順序立てて書いている。 

c: 身の回りで起こったことを順序立てて書こうとしている。 

定期考査 

期末考査 

３学期 

Lesson13 

“歴史的な人

物・建物” 

 

Lesson14 

“世界の国々” 

 

Lesson15 

“未来の自分” 

 

話すこと 

a: 関係副詞、比較、仮定法について、理解している。 

b: 自分の考えを、接続詞を用いて、わかりやすく伝えている。 

c: 自分の考えを、接続詞を用いて、わかりやすく伝えようとしてい

る。 

スピーキングテス

ト 

書くこと 

a: 関係副詞、比較、仮定法について、理解している。 

b: 日常的な話題について、接続詞等を用い、まとまりのある文章を

書いている。 

c: 日常的な話題について、接続詞等を用い、まとまりのある文章を書

こうとしている。 

定期考査 

学年末考査 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 


